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正しい交通ルールを学び事故の発
生を防ぐ春の交通安全教室を開催
（４月22日、大更小校庭）

中のあんをゴマあんに改良し、ほ
うれん草あんまんの販売を再開（５
月１日、道の駅にしね）

オープニングで元気に踊るあしろこども園の園児たち

春の訪れを告げる滝と桜
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　桜と雪の回廊八幡平ドラゴンアイ観光キャンペー
ンの一環である不動の滝まつりは５月３日、桜松公
園で開かれ、小雨降る肌寒い天気にも関わらず、多
くの観光客でにぎわいました。
　会場では、あしろこども園・畑保育園園児のダン
スや漆原栄美子さんの民謡歌謡ショー、浅沢子供神
楽会の郷土芸能などのステージイベントが行われ、
訪れた人たちは雪解けによる迫力ある滝や見ごろを
迎えた桜とともにまつりを楽しんでいました。

放牧前の牛体消毒で体の汚れなどを落とす

悠々自適の大自然ライフ
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　市営七時雨牧野は５月18日、今季の放牧を始め、
予防接種と牛体消毒を済ませた日本短角種31頭・黒
毛和種４頭が牧野に放たれました。
　放牧に先立ち、無事故を願う神事を実施。佐々木仁
農林課長は「農家の皆さんから預かった大切な牛。閉
牧まで事故無く管理するよう努める」と畜霊碑に祈願
し、牧野監視員とともに気を引き締めました。
　牛たちは閉牧となる11月ごろまで、気の向くまま駆
け回ったり、草を食

は

んだりしてのんびり過ごします。

真冬の熱戦準備着々と
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　令和３年度全国高等学校総合体育大会第71回全国
高等学校スキー大会実行委員会が５月11日、設立総
会・第１回総会を開き、令和４年２月の開催に向け、
関係者一同の意識の統一を図りました。
　県高等学校体育連盟など関係者43人が出席。同会事
務局から開催準備の報告を受け、事業計画・予算や大
会開催に伴う各種要項などを審議しました。
　田村正彦市長は「本大会は国体成功の試金石となる
重要な大会。市を挙げて対応する」と意気込みました。 成功を願って県高体連木村克則会長（中央）があいさつ

大更地区の史跡などを一冊にまと
め出版（５月10日、大更コミュニ
ティセンター）

オンラインで２会場をつなぎ開催
した市教育研究所教育講演会（４月
30日、市役所多目的ホール棟）

「うるしとおやつ展」を開き、約
100点の漆器を展示販売（4月29日
～５月９日、安比塗漆器工房）

昨年より30匹増え、二列で泳ぐこいのぼり

緊張した面持ちで接種を受ける施設入所者

コロナ禍に明るい兆し
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　市の新型コロナウイルスワクチン接種は４月27
日、高齢者施設の入所者を対象に始まりました。
　この日（特非）里・つむぎ八幡平では、15人の施設
入所者にワクチンを接種。対象の人数が少なかった
こともあって、接種はスムーズに進みました。
　同施設の髙橋和人理事長は「接種後の副反応に少
しの不安はあるものの、入所者の発症や症状の重症
化を防ぐため、積極的に推進していきたい」と力強
く語りました。

ハンドル握り理解深める
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　市建設業協同組合は４月28日、建設業に興味・関
心を持ってもらおうと、㈾佐藤建設と㈲小野寺工務
所をスタッフに寺田小で体験学習を開きました。
　６年生7人がホイールローダーとコンバインド
ローラーの運転を体験。建設機械にじかに触れ、慣
れない操作に奮闘しながらも楽しく学びました。
　畠山あゆさんは「本物を見るのは初めてで、怖かっ
たけど、乗ってみると楽しかった。また乗ってみた
い」と目を輝かせていました。﻿真剣な表情でコンバインドローラーを運転

子どもたちの成長願って
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　自然と触れ合う活動を行う平笠自然クラブ（渡辺
忠一会長、会員約2０人）は、平笠の松川に架かる下ノ
橋付近に、こいのぼり約8０匹を揚げました。
　渡辺会長は「地元住民の協力を得て、今年も掲揚する
ことができた。周囲からの評判も良く、活動への賛同者
も多いため今後も続けていきたい」と意気込みました。
　昨年よりにぎやかになったこいのぼりは、４月２9
日から５月９日まで掲揚され、子どもたちの成長を
願うように元気に泳ぎ続けていました。
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牧
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短
角
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毛

を
鼻
息
を
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
間
近
で
見
れ
て

大
迫
力
で
し
た
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特
に
迫
力
が
あ
っ
た
の
は

大
き
な
角
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形
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
何
の
気
な

し
に
柵
に
当
た
っ
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だ
け
で
も
ゴ
ン
ッ
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重

く
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鈍
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が
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り
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ほ
ど
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ま
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と
思
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ま
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▽
取
材
と
編
集
に
追
わ
れ
る
日
々
の
中
で
、今

ま
で
気
づ
か
ず
に
見
過
ご
し
て
い
た
八
幡
平

の
景
色
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
取
材
を
通
じ
て
知

る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。主
任

児
童
委
員
を
取
材
し
た
時
、陰
な
が
ら
市
を
支

え
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。私
も
少
し
で
も
地
域
の
た
め
に
な
る
よ

う
取
材
を
続
け
て
い
き
ま
す
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心
に
響
く
記
事
を
目
指
し
地
域
に
寄
り
添
う

う
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ざ
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・
そ
う
や
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歳
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福
田
＝

岩
手
日
報
社
八
幡
平
支
局

支
局
長牛

崎 

想
也　
さ
ん

平成３年生まれ。花巻市出身。平成26年か
ら岩手日報社に務める。趣味はＰＣゲーム
と行楽で、着任前も妻と紅葉を楽しみに八
幡平市を訪れていたと語る。血液型はＢ型。
オーストラリアに生息する動物「クオッカ」
の画像を見て日々の疲れを癒す。

　
「
入
社
以
来
初
め
て
１
人
で
一
つ

の
自
治
体
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
、
緊
張
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

で
き
る
最
大
限
の
こ
と
を
し
た
い
で

す
」と
不
安
以
上
に
熱
い
気
持
ち
を

の
ぞ
か
せ
る
の
は
、
春
か
ら
岩
手
日

報
社
八
幡
平
支
局
に
着
任
し
た
牛
崎

想
也
さ
ん
。「
何
よ
り
も
ま
ず
地
域
の

人
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
た
い
で

す
」と
笑
顔
で
話
す
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
文
章
の
読
み
書

き
が
好
き
で
、
漠
然
と
マ
ス
コ
ミ
関

係
の
仕
事
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
。

両
親
が
地
元
花
巻
の
児
童
劇
団「
劇

団
ら
あ
す
」の
講
師
を
務
め
る
関
係

で
、
幼
少
期
か
ら
高
校
ま
で
同
劇
団

で
活
動
し
、
大
学
進
学
を
機
に
演
劇

サ
ー
ク
ル「
劇
団
か
っ
ぱ
」に
入
団
。

脚
本
を
担
当
し
、
自
分
が
書
い
た
シ

ナ
リ
オ
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
る
こ

と
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
と
振
り

返
る
。
演
劇
の
道
に
進
む
こ
と
も
考

え
た
が
、
サ
ー
ク
ル
と
し
て
岩
手
日

報
社
の
取
材
を
受
け
、
紙
面
を
読
ん

だ
と
き
に「
知
ら
な
い
人
た
ち
に
私

た
ち
の
活
動
や
思
い
を
届
け
る
形

が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
強
い
や
り

が
い
を
感
じ
た
」と
同
社
へ
の
就
職

を
志
望
。「
こ
う
い
う
形
で
演
劇
に

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
ん

だ
な
と
い
う
気
持
ち
が
後
押
し
に

な
っ
た
」と
当
時
を
思
い
返
す
。

　

入
社
後
は
整
理
部
と
大
船
渡
支

局
で
勤
務
。
明
る
い
話
題
だ
け
で
な

い
取
材
を
辛
く
感
じ
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
取
材
し
た
人
か
ら
受
け

た
感
謝
の
言
葉
を
原
動
力
に
変
え
、

前
に
進
み
続
け
る
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
や
活
動

の
様
子
、
十
人
十
色
の
人
生
の
話
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
」と
語
る
牛
崎
さ

ん
。
紙
面
を
通
じ
、
届
け
た
思
い
の

先
に
笑
顔
が
あ
っ
て
ほ
し
い
と
、
今

日
も
市
内
を
駆
け
回
り
ペ
ン
を
走
ら

せ
続
け
る
。

平 舘 高 の 生 徒 に イ ン タ
ビューする牛崎さん


